


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































号名である。女神ローマは「大淫婦」 と呼ばれている （17： 1)。彼女
は「地上の王たちを支配する」 (17: 18)。他方，神の都である新しい
エルサレムも女性によって象徴されている。それは｢小羊の花嫁」 （19￥










対照によって明らかにしている－例えば21 : 2/17: 2, 21: 24/17:
18,18: 23, 21 : 23/18: 17, 22: 1/18: 3,22: 1f./17: 6.18: 24, 21 :










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































DKG.316 (邦訳426頁), 320 (邦訳434頁）
DKG.324 (邦訳439頁).
DKG326 (邦訳442頁).
DKG､328 (邦訳444頁).
DKG.329 (邦訳447R).
DKG.332 (邦訳450頁).
133-
70
DKG.332 (邦訳450頁).
Cf.DKG.334 (邦訳453頁)．
DKG.337 (邦訳457頁).
DKG､338 (邦訳458頁).
DKG.340 (邦訳462頁).
DKG.342 (邦訳463頁).
DKG.345 (邦訳467頁).
DKG.344 (邦訳466頁).
DKG.347 (邦訳470頁).
DKG.348 (邦訳472頁)．
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(24）
(25）
(26）
(27）
V
Cf.DKG.350 (邦訳477頁).
DKG､351 (邦訳478頁)．
DKG､352 (邦訳479頁).
Cf・DKG､355 (邦訳483頁）
DKG.357 (邦訳485頁).
DKG､358 (邦訳486頁)．
DKG.359 (邦訳488頁).
DKG､361 (邦訳491頁).
DKG361 (邦訳491頁).
DKG､363 (邦訳493頁).
Cf,DKG.365 (邦訳496頁）
DKG366 (邦訳497頁)．
DKG.367 (邦訳499頁).
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Cf.DKG.11 (邦訳3頁).
DKG､ 12 (邦訳6頁).
DKG､ 14 (邦訳8頁以下)．
DKG､ 15 (邦訳9頁以下).
DKG､ 16 (邦訳11頁).
DKG､ 13 (邦訳7頁).
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